
【別紙】

建設副産物及び建設リサイクル法関係の事務フロー
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入 札（落札者決定）

建設リサイクル

法対象工事か?
●書面（説明書）により発注者へ

の説明

(建設リサイクル法第12条第1項）

●契約書別紙の確認

(建設リサイクル法第13条)

●知事 又は 高松市長への通知

(建設リサイクル法第11条)

工事着手前の提出

●再生資源利用計画書（様式1）
●再生資源利用促進計画書（様式2）
様式１，２はExcelにより作成する。

●産業廃棄物処理委託契約書（写）

（契約後、速やかに提出）

工事着手より前に

行なう

再生資材（土砂、再生砕石、再生アスコン等）を

搬入する工事 か 建設副産物（建設発生土、コン

殻、アス殻、木材、汚泥等）を搬出する工事 全て

※ 500万円以上の工事は、施工計画書に含まれる。

【建設リサイクル法対象工事】

コンクリート、アスコン、木材を使った工作物を取り壊すか、

これらの資材を使用する工事で、請負金額500万円以上のもの

工 事 着 手

現場施工の完了

現場完了後の提出

●再生資源利用実施書（様式1）
●再生資源利用促進実施書（様式2）
ペーパーは竣工図書に添付

電子データは情報共有システムで提出

様式１，２は、工事完成後1年間保存。

●建設廃棄物処理実績集計表

監督員は、ﾏﾆﾌｪｽﾄと照合し確認する。

変更契約時

●契約書別紙の確認

(建設リサイクル法第13条)

※建設リサイクル法第18条の「発注者への報告等」
は、再生資源利用実施書（様式1）及び再生資源利
用促進実施書（様式2）で受ける。

監督員は電子データ（様式１，２全てExcel）を
確認のうえ、プリントアウト・押印したものを竣工

資料に添付して、竣工検査を受験。

建設副産物実態調査データの集約

●再生資源利用実施書（様式1）
●再生資源利用促進実施書（様式2）
監督員は、技術企画課から登録データの集約

依頼があった場合には、依頼文に記載している

期間のデータを提出

工 事 の 完 了

発注者の確認を受

ける。契約書別紙

は発注者の確認を

得た後、契約担当

者に提出する。
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変更契約時に、

①分別解体等の方法

②解体工事に要する費用

③再資源化等をするための施設の名称及び所在地

④再資源化等に要する費用

に変更がある場合、提出が必要。

発注者の確認を得た後、契約担当者に提出する。


